
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

S − 278 一
般 講 演 日産 婦誌47巻臨時増刊

351　　　　 雌 ラ ッ ト諸臓 器 に おけ る

Dehy（koepiandrosに rone （DHEA ）レ セ プタ
ー

の存在に

つ い て

352　　　 ヒ ト精漿 中Fc γ レ セ プ ター皿 関連抗原

の 活性化機構 に関す る検討

金沢大

村上弘
一、中川　俊信、金谷太郎、生水真紀 夫、

打出喜義、荒木克己、寺田　督、赤祖父
一一

知

徳島大 、 阿南共栄病院
’

森　英俊、滝川稚也、山本哲史 、 平野正志 、

前田信彦
’

、前川正彦 、鎌 田正 晴、青野敏博

［目的 ］近年 、 ラ ッ トや ヒ ト脳 組 織内 に Dehydro−

epiandresterone （DHEA ）が存在 す る こ とが 報告され、

中枢神経機能 に対する D肥 Aの 直接作用の 可能性 が

示唆されて い る 。 今回 は、ラ ッ ト脳内と他臓器 に

お け るDHEA レ セ プ タ
ー

の 有無 とそ の 数に つ い て 比

較検討 した 。 　 ［方法］70〜80日齢の S−D系雌ラ ッ ト

よ り脳 ・肝臓 ・腎臓 ・胸腺 お よび子宮 を摘出 し、

TEDGM 緩衝液 に て ホ モ ジネ
ー

トした後、超遠心

（34，eOO　rpm 、 60　min ．）を行ない 、そ の 上 清 を用 い

て
3H −DHEA （O．5〜50nM）との 結合実験を行な っ た 。

また、結合 に 影響す る 因子 とDNA 一セ ル ロ
ー

ス へ の

結合 に つ い て検討 し、グ リ セ リ ン 密度 勾配法 と

FPLC （Superdex　200　HR 　10130）を用 い たゲ ル 濾過

法 に て 分子量を測定 し た 。　 ［成 績］ラ ッ ト脳内に

はDHEA と特異的 に 結合す る タ ン パ ク 質 が存在 し、

解 離定 数 （Kd） は 12．1　 nM 、最 大 結 合 数 は 1．O

pmol！mg 　proteinで あ っ た 。 分 子量 は 141〜144　kD で

あ っ た 。 温度、タ ン パ ク分解酵素に よ りきわめ て

短時間に失活 した 。 DNA 一セ ル ロ ース に も良好な結

合を認め 、
モ リブデ ン 酸の 存在に よりDNA 一セ ル

ロ
ー

ス へ の 結 合は 低下 し た 。 ま た、Estradiol、

Dexame血asone 、　 R1881、　 DHEA −Sにお い て結合 阻害

は あ ま り認 め ら れ な か っ た が 、Progesterone、

Pregnenoloneで は比較的強い 結合阻害がみ ら れ た 。

細胞内分画 に おい て は 、核分画 の DHEA 結合 タン パ

ク質の結合数は細胞質分画 の 約 3倍で あ っ た 。 臓 器

別の DHEA レ セ プ タ
ー数に おい て は脳 に 比べ て肝臓 、

腎臓、胸腺は 少 な か っ た が 、子 宮 に お い て 約 3 倍

の レ セ プ タ
ー

数 を認 め た 。 　 ［結論］ラ ッ ト脳 内 に

は他臓器 に 比べ て 多数 のDHEA レ セ プ ター
が存在 し、

ラ ッ ト脳 に対す る DHEA の 直接作用機構の 存在が 示

唆さ れた 。

【目的】ヒ ト精 漿中に は ヒ トlgGと結合能を 有 し、

精子抗原に対する抗体産生を抑制する と考 え られ

る Fcγ レ セ プタ
ーm （以下Fcγ R皿 ）関連抗原 ： 匸gG

b孟nding 　factor（以下 lgBF）が存在す る 。　 IgBFは非

還 元状態で は 分 子量 27kDの 不活性分子で あ り 、 還

元 状態 の 16k吩 子が活性を有す る 。 従 っ て 、　 IgBF

は 通常不活性 の ホ モ ダイ マ
ーで あ り 、 還元酵素等

の 活性化機構が 存在 する こ と を示唆 して きた 。本

研究 で は lgBFの 活性化機構を明 らか に す る 目的で 、

各条件下 の 酵素処理 に よ り 、 分子 中の active

site の 発現を試みた 。 【方法】（1）精漿か ら純化 し

た lgBF を 、 還 元状態 お よ び非還 元状態
．
ドで 、

Lysylendopeptidase300 μ M お よ びArgiRy ］endo −

peptidase70 　”　M 、37
°
C、60時間に よ っ て分解 し

　 　 　 　 　 　 t

た ・ （2）分解した ペ プチ ドの ・ Fc γR皿 に対す る単

ク ロ
ー

ン 侯抗体 で あ る抗Leu− 11b抗体に 対す る反

応性を Dot　blot法 、 あ る い は▽estem 　blot法 に よ

り検討 した。【成績】（1）Lysylendopeptidaseに よ

っ て 、還元状態 IgBFを分解 した ペ プ チ ドは反応性

を示 さ なか っ た 。 （2）Arginylendopeptidaseeこよ

っ て 、 非還元状態 lgBFを 分解す る こ とに よ り、非

還 元下で 反 応性を有す る 13kD の 分子 を 認め た 。

【結論】lgBF の 活性化に Serine 　 protease で あ る

ArginYlendopeptidaseカsl関与 して い る こ とが判 っ

た 。 同酵素は リ ン パ 球 の 顆粒中に 存在す る こ と が

報告 さ れ て お り 、 こ れ は IgBFが 免疫細胞 に よ る

Pr  essi   に よ っ て 活性化 さ れ る と い う我 々 の 仮

説を支持す る成績で あ る 。
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